
　小野　時英　

　本小学校は人間の基礎をつくる大切な児童期に、明るく豊かな人格の形成を図り、
児童一人ひとりの個性を伸ばし、知能を開発して、能力に応じた高度な教育を施すこ
とを目標に、昭和 23年学校法人小野学園により設立されました。幼稚園、小学校、中
学・高等学校を併設する総合学園です。以来、その目標達成に向けて男女共学校として、
きめ細かな徹底した教育を実施しています。すでに卒業生の多くは有能な社会人とし
て活躍し、医学・教育、その他あらゆる分野でその能力を発揮しています。

上級学校に
進むには 12 月に推薦入試を行う予定です。

▼　　　　　　▼　　　　　　▼

―低学年は体験学習を通して基礎学力をつける。
　　中学年は調べ学習を通して自学自習の精神を養い発展学習をする習慣をつける。 
　　高学年は小野時間の学習を通して先取りの授業をし、問題集を使う事で応用力をつける。
（※小野時間―30分の７時間目の授業で先取り授業を行っている） 
―各学年を縦割りにして行事や奉仕活動をする事で協力性や協調性や責任感を養い社会
性を育てている。
―体力づくりのために縄とび大会などを行っている。また春秋２回の運動会をやる事で
継続した指導を授業の中に取り入れ、体が頭と心を支えるようにしている。

…自主的に未来を切り拓く力
…新たな価値を創造する英知
…未来へ飛翔し、貢献する心

　児童一人ひとりの性格や個性を、その顔や名前と同じように、すべての教師が把握して
いる学校。それが品川翔英小学校です。学園全体が家庭や近隣社会と同じような、温かい
人間関係で築かれています。児童それぞれの疑問や直面する課題に、常に適切な対応がで
きるように、そして心通う指導や励ましができるように、私たちはいつでも真剣に児童と
向かい合っています。

●四教科中学受験への対応として、算数と理科の授業を品川翔英小学
校オリジナルテキストを併用し、発展学習や複合問題にも対処しています。

●学級担任制により教師が児童一人ひとりをよく把握し、多面的
な視点から指導するとともに、音楽・図工・体育・生活科・家庭・書道、そして英語（１
年生から日本人、外国人講師による）、理科（学年によって）は専科教諭が指導に当たり、
小学校の範囲を越えた指導など大きな成果を上げています。

●４年生から６年生は授業の中で応用力をつけるために、中学受験
用の４教科の問題集を併用し、実践的な力を養っています。また 5・6年生は模擬テストを
行い、結果を進路指導に適用しています。
　なお、英語では国際社会に対応できるよう、早期語学教育を実践しています。また、希
望者には７月の下旬に８泊 10日のオーストラリア海外研修も実施しています。
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